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昨
年
の
市
長
改
選
後
初
の
新

年
度
予
算
と
な
り
ま
し
た
が
、

将
来
、
財
源
不
足
に
な
る
か
ら

と
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
後
退
と
負

担
増
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
市
長
選
で
は
黙
っ
て
い

た
家
庭
系
可
燃
ゴ
ミ
収
集
の
回

数
削
減
を
10
月
か
ら
実
施
す
る

と
提
案
さ
れ
た
の
で
す
。

　

さ
ら
に
深
刻
な
の
は
学
校
と

道
路
で
す
。

　

老
朽
化
が
進
む
小
中
学
校
の

改
修
は
前
年
度
予
算
に
比
べ

60
％
も
削
減
し
、
市
長
の
公
約

で
も
あ
っ
た
ト
イ
レ
改
修
は
、

小
中
学
校
全
81
校
中
わ
ず
か
１

校
分
だ
け
し
か
予
算
計
上
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

　

道
路
整
備
予
算
も
前
年
比

で
、
25
％
も
削
減
さ
れ
、
歩
道

ゴ
ミ
収
集
回
数
の
削
減
な
ど
サ
ー
ビ
ス
後
退

学
校
ト
イ
レ
改
修
費
・
道
路
整
備
費
の
大
幅
削
減

　

「
捏
造
」
「
改
ざ
ん
」
な
ど
と

言
う
言
葉
が
飛
び
交
っ
て
い
ま

す
。

　

「
お
か
し
な
世
の
中
」
と
感

じ
ま
せ
ん
か
。

　

船
橋
市
で
も
、
お
か
し
な
「
事

件
」
が
あ
り
ま
す
。

　

家
庭
系
可
燃
ゴ
ミ
の
収
集
を

「
週
２
回
に
減
ら
す
」
と
い
う

提
案
で
す
。

　

紙
オ
ム
ツ
を
使
っ
て
い
る
、

子
育
て
・
介
護
世
帯
な
ど
を
苦

し
め
る
サ
ー
ビ
ス
の
後
退
で

す
。
ゴ
ミ
の
減
量
は
分
別
・
再

資
源
化
な
ど
の
取
り
組
み
こ
そ

必
要
で
、
市
民
を
困
ら
せ
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

２
年
前
の
２
０
１
６
年
（
平

成
28
年
）
６
月
、
市
が
行
っ
た

「
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
」

を
策
定
す
る
た
め
に
市
民
に
対

し
て
行
っ
た
ゴ
ミ
収
集
回
数
の

「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
で
は
、

市
民
の
52
・
5
％
と
い
う
多
数

が
「
減
ら
す
べ
き
で
な
い
」「
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
、
減
ら
す
べ

き
で
な
い
」
と
答
え
て
い
る
の

で
す
。
「
減
ら
す
べ
き
」
「
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
減
ら
す
べ
き
」

と
回
答
し
た
38
・
3
％
と
比
較

す
れ
ば
、
減
ら
す
こ
と
は
「
市

民
の
声
で
は
な
い
」
の
で
す
。

　

前
原
西
１
丁
目
の
成
田
街
道
入
口
交
差
点
に
道
標

が
あ
り
ま
す
。
成
田
山
信
徒
達
に
よ
り
１
８
７
９
年

（
明
治
12
年
）
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
は
御
成
街

道
（
東
金
街
道
）
と
成
田
街
道
の
分
岐
点
。
左
折
す

る
と
成
田
街
道
に
入
り
ま
す
。
道
標
に
は
「
左　

成

田
山
道
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
都
合
の
い
い
数
字
集
め
」

始
ま
る

　

そ
こ
で
、
市
の
担
当
者
が
思

い
つ
い
た
の
が
「
都
合
の
い
い

数
字
集
め
」
で
す
。
考
え
つ
い

た
の
が
、
自
治
会
連
合
協
議
会

と
い
う
組
織
を
利
用
す
る
こ
と

だ
っ
た
よ
う
で
、
こ
の
組
織
を

構
成
し
て
い
る
、
町
会
や
自
治

家
庭
系
可
燃
ゴ
ミ
収
集
　「
都
合
の
良
い
数
字
」
を

集
め
て
市
民
を
ご
ま
か
し
て
は
ダ
メ
！

会
の
役
員
さ
ん
達
に
働
き
か
け

て
、「
説
明
会
」
を
各
地
で
行
い
、

そ
の
説
明
会
が
終
わ
っ
た
と
こ

ろ
で
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
配
っ

て
回
答
し
て
も
ら
う
、
と
い
う

方
法
が
採
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
参
加
し
た
「
役
員
経

験
者
」
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

「
…
最
終
処
分
場
を
他
県
に

頼
っ
て
い
て
『
迷
惑
を
か
け
て

い
る
』
み
た
い
な
話
を
聞
か
さ

れ
た
後
で
は
『
反
対
と
は
書
け

な
い
雰
囲
気
』
で
、
私
も
『
賛
成
』

と
書
く
し
か
な
か
っ
た
…
」
。

　

こ
れ
は
、
「
集
団
催
眠
商
法
」

と
同
じ
手
口
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

　

最
近
の
役
所
の
や
っ
て
い
る

こ
と
、
「
変
」
だ
と
感
じ
ま
せ

ん
か
？

　

国
か
ら
地
方
ま
で
。

事
実
で
な
い
な
ら
是
正
を
！

木
更
津
駐
屯
地
へ
の
オ
ス
プ
レ
イ
配
備

　

陸
上
自
衛
隊
が
購
入
を
予
定

し
て
い
る
輸
送
機
オ
ス
プ
レ
イ

５
機
に
つ
い
て
、
「
防
衛
省
が

陸
自
木
更
津
駐
屯
地
に
暫
定
配

備
す
る
方
向
で
、
最
終
調
整
に

入
っ
た
」
と
の
報
道
が
一
斉
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

3
月
30
日
、
衆
議
院
議
員
会

館
内
で
こ
の
報
道
に
つ
い
て
、

防
衛
省
に
対
し
説
明
を
求
め
ま

し
た
。

　

防
衛
省
の
担
当
者
か
ら
は
、

「
今
年
の
11
月
を
め
ど
に
し
て

い
る
が
、
あ
ら
ゆ
る
選
択
肢
を

検
討
し
て
い
る
」
、
「
事
実
で
は

な
い
。
記
事
の
書
き
ぶ
り
は
違

う
」
な
ど
と
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
事
実
で
な
い
な
ら
、
謝
罪

や
訂
正
を
求
め
る
べ
き
と
問
い

た
だ
す
と
、「
こ
ち
ら
で
は
決
め

ら
れ
な
い
」
な
ど
と
、
明
確
な

態
度
を
示
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

オ
ス
プ
レ
イ
は
、
た
び
た
び

墜
落
を
く
り
返
し
て
い
る
、
危

険
な
軍
用
機
で
す
。
オ
ス
プ
レ

イ
が
木
更
津
駐
屯
地
に
暫
定
配

備
さ
れ
れ
ば
、
習
志
野
駐
屯
地

で
の
降
下
訓
練
の
際
に
使
用
さ

れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

機
体
の
安
全
性
や
住
民
の
意

向
を
無
視
し
て
進
め
ら
れ
よ
う

と
し
て
い
る
、
オ
ス
プ
レ
イ
の

配
備
中
止
を
求
め
て
い
き
ま

す
。

整
備
、
通
園
通
学
路
整
備
な
ど

が
軒
並
み
減
額
さ
れ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
や
高
齢
者
の
命
に

か
か
わ
る
後
退
で
す
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
料
や

介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
の
値
上
げ
も
行
わ
れ

ま
し
た
。
特
に
国
民
健
康
保
険

料
は
、
市
の
財
政
負
担
を
過
大

に
見
積
も
っ
て
、
一
人
当
た
り

年
間
千
五
百
円
の
引
き
上
げ
予

算
と
な
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ

が
、
実
際
に
は
「
市
か
ら
の
繰

り
出
し
」
は
大
幅
に
減
っ
て
い

る
の
で
す
。

　

高
額
な
国
民
健
康
保
険
料
に

苦
し
む
市
民
へ
の
冷
た
い
仕
打

ち
で
す
。

　

市
民
に
背
を
向
け
る
一
方

で
、
海
老
川
上
流
開
発
費
だ
け

は
し
っ
か
り
確
保
す
る
と
い
う

の
は
誰
の
た
め
の
予
算
な
の
で

し
ょ
う
か
。

　

日
本
共
産
党
は
市
長
の
予
算

案
に
反
対
し
ま
し
た
。
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２
０
１
６
年
に
公
表
さ
れ
た

千
葉
県
の
地
震
被
害
想
定
で
、

▪�

死

者

数

は

県

内

で

最

大

２
１
０
０
人
、
う
ち
６
５
０

人
は
船
橋
市

▪�

避
難
者
は
２
週
間
目
に
80
・

　

駅
前
で
の
ビ
ラ
配
り
な
ど
は

道
路
使
用
許
可
は
不
要
で
す
。

ま
た
、
客
引
き
防
止
条
例
で
は

市
民
活
動
は
規
制
の
対
象
外
で

す
。
し
か
し
、
昨
年
12
月
に
客

引
き
防
止
条
例
の
指
導
を
し
て

い
た
職
員
が
「
脱
原
発
」
を
訴

え
る
団
体
に
対
し
「
道
路
使
用

許
可
は
取
っ
て
い
る
の
か
？
」

　

３
月
議
会
で
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
、
い

わ
ゆ
る
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

（
少
数
者
）
の
問
題
を
取
り
上

げ
ま
し
た
。

　

調
査
で
は
日
本
人
の
７
・

６
％
が
該
当
し
ま
す
が
、
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
当
事
者
は
根
深
い
偏
見
と

差
別
に
晒
さ
れ
て
い
ま
す
。
国

連
に
よ
る
と
「
半
数
か
ら
３
分

の
２
の
間
で
幼
少
期
に
い
じ
め

を
経
験
」
し
、
「
自
殺
を
考
え

る
人
は
通
常
の
４
倍
。
ト
ラ
ン

ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
心
と
体
の
性

の
不
一
致
）
の
若
者
は
通
常
の

　

市
議
会
文
教
分
科
会
の
質
疑

で
、
小
学
校
21
・
8
％
、
中
学

校
53
・
4
％
の
教
員
が
１
日
12

時
間
以
上
勤
務
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
12

時
間
と
い
う
こ
と
は
１
日
４
時

間
の
残
業
。
月
20
日
以
上
勤
務

す
れ
ば
、
残
業
時
間
月
80
時
間

の
「
過
労
死
ラ
イ
ン
」
を
超
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
調

査
に
は
休
日
出
勤
や
持
ち
帰
り

残
業
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
実
態

は
さ
ら
に
深
刻
で
す
。

　

政
府
は
生
活
保
護
費
の
大
幅

な
減
額
方
針
を
打
ち
出
し
ま
し

た
。

　

食
費
や
水
道
光
熱
費
な
ど
に

あ
た
る
生
活
扶
助
費
を
今
年
10

月
か
ら
３
年
か
け
て
最
大
５
％

の
減
額
を
す
る
も
の
で
、
予
算

削
減
額
は
１
８
０
億
円
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
生
活
保
護
利
用
者

の
７
割
が
減
額
と
な
り
ま
す
。

「
船
橋
市
地
域
防
災
計
画
」

早
期
に
改
善
の
具
体
策
を

繰
り
返
さ
れ
た
市
職
員
に
よ
る

不
当
な
圧
力
行
為

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
権
と
生
活
向
上
を

市
長
「
要
望
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
」

中
学
教
員
過
半
数
「
過
労
死
ラ
イ
ン
」

生
活
保
護
費
の
減
額一

般
世
帯
に
も
影
響
が

第１回定例会　日本共産党提案の意見書と主な陳情・請願への態度

と
声
を
か
け
、
不
当
な
圧
力
を

か
け
ま
し
た
。
こ
の
問
題
は
委

員
会
で
取
り
上
げ
、
市
か
ら
は

「
再
発
防
止
を
徹
底
す
る
」
と

い
う
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
２
月
に
同
じ
団

体
が
駅
前
で
活
動
を
し
て
い
た

と
こ
ろ
今
度
は
道
路
管
理
課
の

職
員
が
警
察
官
２
名
を
引
き
連

10
倍
が
自
殺
を
試
み
る
」
「
失

業
、
貧
困
、
う
つ
等
の
割
合
が

高
い
」
と
言
い
ま
す
。

　

市
長
に
当
事
者
の
苦
難
や
国

内
外
の
変
化
を
ど
う
受
け
止
め

て
い
る
の
か
を
質
問
し
た
所
、

「
そ
う
し
た
方
々
の
要
望
に
対

応
す
る
必
要
が
あ
る
。
当
事
者

団
体
と
は
機
会
が
あ
れ
ば
直
接

お
話
を
し
た
い
」
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
権

と
生
活
向
上
に
向
け
、
今
後
も

取
り
組
み
ま
す
。

　

「
人
が
死
に
至
る
ラ
イ
ン
と

さ
れ
て
い
る
以
上
の
勤
務
を
多

く
の
教
員
が
行
っ
て
い
る
現
状

は
早
急
に
解
消
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
指
摘
し
対
策
を

求
め
ま
し
た
。
教
育
委
員
会

は
「
ノ
ー
部
活
動
デ
ー
や
校
務

支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
進
め

る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。
部
活

動
は
週
２
日
以
上
の
休
養
日
、

教
員
と
は
別
に
事
務
作
業
を
担

う
人
員
の
増
員
な
ど
を
求
め
ま

し
た
。

ま
た
、
母
子
加
算
も
平
均
20
％

の
削
減
を
す
る
方
針
で
予
算
削

減
額
は
20
億
円
で
す
。
生
活
保

護
本
体
の
引
き
下
げ
に
加
え

て
、
さ
ら
に
減
額
と
な
る
内
容

で
す
。

　

都
市
部
（
１
級
地
～
１
）
の

高
齢
単
身
（
65
歳
）
世
帯
の
場

合
、
現
行
８
万
円
の
生
活
扶
助

費
は
４
千
円
引
き
下
げ
ら
れ

共
産
＝
日
本
共
産
党
（
8
人
）
、
自
由
＝
自
由
市
政
会
（
14
人
）
、
公
明
＝
公

明
党
（
10
人
）
、
市
民
＝
市
民
共
生
の
会
（
8
人
）
、
民
進
＝
民
進
党
（
4
人
）
、

清
風
＝
船
橋
清
風
会
（
3
人
）
、
研
政
＝
研
政
会
（
3
人
）

◯
＝
賛
成
、
×
＝
反
対
、
退
＝
退
席

内　容 結果 共産 自由 公明 市民 民進 清風 研政

意
見
書

県立船橋高校と県立行徳高校、両校の定時制課程統廃合計画の撤回を求
める意見書 否決 ◯ × × ◯

退：１ ◯ × ×

原発再稼働の中止と「原発ゼロ」の決断を行い、自然エネルギー中心の
社会へと抜本的な転換を図ることを求める意見書 否決 ◯ × × ◯

退：１ × × ×

陸上自衛隊習志野演習場を米軍に使用させないことを求める意見書 否決 ◯ × × ◯
退：４ × × ×

生活保護費削減計画の撤回を求める意見書 否決 ◯ × × ◯
退：２ × × ×

陳
情
・
請
願

精神障害者も重度心身障害者医療費助成制度の対象とすることを求める
意見書提出に関する陳情 採択 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

市職員に対し、憲法で保障されている市民運動について周知徹底を図る
ことに関する陳情 不採択 ◯ × × ◯ ◯ × ×

若い人も高齢者も安心できる年金制度を国の責任で創設するための意見書
提出に関する陳情 不採択 ◯ × × ◯

退：４ × × ×

ごみ収集回数変更に関する陳情 不採択 ◯ × × ◯
退：２ × × ×

可燃ごみの週３回収集を維持する決議に関する陳情 不採択 ◯ × × ◯
退：２ × × ×

日本建鐵跡地利用の都市計画に関する陳情 不採択 ◯ × × ◯ × × ×

教育格差をなくし、子どもに行き届いた教育を求めることに関する請願 不採択 ◯ × × ◯ × × ×

７
万
６
千
円
に
な
り
５
％
の
減

額
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
生
活
保
護
利
用

者
の
生
活
費
が
大
幅
削
減
さ
れ

る
の
に
、
船
橋
市
は
「
基
準
額

が
具
体
的
に
国
か
ら
示
さ
れ
て

い
な
い
の
で
示
さ
れ
た
ら
適
正

に
対
応
し
て
い
き
た
い
」
と
の

冷
た
い
答
弁
で
す
。

　

ま
た
、
生
活
扶
助
費
の
減
額

の
影
響
は
一
般
世
帯
に
も
及
ん

で
き
ま
す
。
様
々
な
制
度
の
所

得
条
件
の
基
準
に
な
っ
て
い
る

か
ら
で
す
。
低
所
得
の
家
庭
に
、

学
用
品
代
や
給
食
費
を
援
助
す

る
就
学
援
助
の
基
準
を
、
船
橋

市
は
生
活
保
護
基
準
の
１
・
５

倍
の
収
入
と
し
て
い
ま
す
。
生

活
保
護
基
準
が
引
き
下
げ
ら
れ

る
と
、
今
ま
で
就
学
援
助
を
利

用
で
き
て
い
た
世
帯
が
利
用
で

き
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
低
所
得
者
に
関

わ
る
38
の
制
度
が
影
響
を
受
け

る
と
厚
生
労
働
省
は
言
っ
て
い

ま
す
。
今
後
の
船
橋
市
の
対
応

に
つ
い
て
は
「
全
庁
的
な
調
査

を
行
い
、
極
力
影
響
が
出
な
い

よ
う
取
り
組
む
」
と
の
答
弁
で

し
た
。

●�災害に備えるためのマンホールトイレ整備（小栗原小学校）
●子どもの貧困対策実態調査
●産婦健康診査の費用助成
●�ふれあい収集事業を2018（平成30）年10月1日から本格実施
●�耕作放棄地となっている農地を借りて営農する農業者に対し、
農地の再整備に係わる経費の一部を助成

●�自閉症・情緒障害特別支援学級を法典東小学校及び前原小学
校に開設

●�中学校のクラブ活動に係わる費用負担を軽減するため、就学
援助の対象にクラブ活動費を追加

●�新入学生徒学用品・通学用品購入費の補助金額を11,775円か
ら23,700円に引き上げ

●浜町及び北部公民館図書室ネットワーク化
●脳ドック費用助成事業実施
●�既存ますから雨水浸透ますへの改修費補助の限度額を１基
８万円に引き上げ

　

６
万
人
、
う
ち
13
万
５
８
０

　

０
人
が
船
橋
市
の
避
難
者

▪�

建
物
の
全
壊
は
県
内
全
体
で

８
万
１
２
０
０
棟
、
う
ち
船

橋
市
は
２
万
４
７
９
０
棟

な
ど
、
本
市
に
は
厳
し
い
想
定

れ
て
「
道
路
使
用
許
可
は
取
っ

て
い
る
の
か
」
と
再
び
不
当
な

圧
力
行
為
が
繰
り
返
さ
れ
ま
し

た
。
部
署
が
違
う
事
を
理
由
に

不
当
な
圧
力
行
為
を
繰
り
返
さ

せ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
全
職

員
へ
の
周
知
徹
底
を
求
め
ま
し

た
。

　

市
は
「
不
正
確
な
法
解
釈
が

市
民
の
権
利
を
侵
害
し
か
ね
な

い
と
い
う
こ
と
を
理
解
さ
せ

る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

と
な
り
、
「
船
橋
市
地
域
防
災

計
画
」
の
変
更
が
急
が
れ
ま
す
。

　

前
回
の
計
画
で
は
、
多
く
の

場
所
で
、
道
路
幅
の
狭
さ
や
、

老
朽
化
し
た
木
造
密
集
市
街
地

の
改
善
が
求
め
ら
れ
、
具
体
策

が
不
十
分
で
あ
る
と
日
本
共
産

党
は
指
摘
し
て
き
ま
し
た
。

　

道
路
や
市
街
地
の
改
善
は
、

計
画
を
策
定
し
た
危
機
管
理
課

と
道
路
や
住
宅
を
管
理
す
る
各

課
と
の
協
議
が
必
要
で
す
。　

　

計
画
の
早
期
策
定
と
具
体
策

の
検
討
・
実
施
が
重
要
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。


